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極大・極小の十分条件

9(q,b)=0, 9"(q,b)≠0

を仮定して,陰関数定理を適用する. (q,b)
の近くで

z/=P(")

と曲線9(",")=0を表す．
ぐq(G)

r~、

+､）
（ 〔

(q,b)で極大（極小）ならば
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とするとF'(α)＝0が従う.
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戸瀬信之 ‘ 篭 Lagrangeの未定乗数法（その2) 9／16

’

解法(2)

ChainRuleを使うと
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解法(3)
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解法(2)極大 ･極小の十分条件

9(Q,6)=0, 9U(q,b)≠0

を仮定して,陰関数定理を適用する. (q,b)
の近くで

I/=P(")
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(Q,6)で極大（極小）ならば

F(t)=f(t,P(t))

とするとF'(α)＝0が従う．

F"(a)>0 (resPF''(Q)<0

ならば(q,b)で極小(resp極大） となります． p 鄙 ＝ 三 臣 '〕QO‘ ロ 鰯 二 三 つQG
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解法 解法(4)(3)
。

3(x,;)=oF(旬こす〔ェ〔千)， け〔千')
〆～-勺 ′

cIIQiv, I1､~2-F(f)=j,f(、9(｢(f)十も(19((t)
さらにg(t, 《P(t)）＝0の両辺をtで微分して

了((c‘）『'L(q, ･c.)T
t==αとするとき恥(a,b)と

（ ,r(十、 ）

<P'(@)=_'""
99(rb)

g"(t,P(t))･1+9"(t,P(t))･ (P'(t)9"(t,P(t))･1+9U(t,P(t))･ (P'(t)=0

■ﾛ■■■■‐

t, (P(t))+29"g(t,P(t)) ･や'(t)+9"(t, (P(t)

十gg(t,P(t)) ･や''(t)=0

ミニffc芥｝

) ・や'(t)29""(
1

P''(Q)=-
9り(q,b)

《P'(α)2）(g錘錘(Fb)+29""(Fb)

を得ます。
となります．

〕・や( (十1>' ’十3柔f）･『' ！+)塒『(ャ
十

(9れい'叢3” ）1 CXワ〔 〔）

33 3･ Qf'< (+1= ○
舅＝ 薑一一m、

11／16

ロ 鄙 .＝
ロ グ 勇 鴦 言 のQC
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